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目的　認知症カフェを拠点にボランティアが，認知症の人を居宅訪問する取り組みが提案されるな
ど，認知症カフェにおけるボランティア活動の促進が提案されている。しかし認知症カフェで
のボランティア活動の実態についてほとんど把握されていない。本研究では，ボランティアが
活動する認知症カフェの特性と活動の課題を検証することを目的とした。

方法　2017年 6 月時点で把握された兵庫県の認知症カフェ全数を対象とした。調査期間は2017年 6
～ 8 月とし，データ収集は構造化質問紙を用いた。ボランティアが活動している認知症カフェ
の特性を把握するため，ボランティア活動の有無をアウトカムとし，認知症カフェの基本情報，
運営上の課題，地域特性を説明変数とし，χ2検定もしくはWilcoxonの順位和検定を用い分析
を行った。また認知症カフェでボランティアが活動するうえでの課題について，自由記述を得
て質的内容分析を行った。

結果　252の認知症カフェに調査票を郵送し，167の認知症カフェから回答を得た（回収率66.3％）。
ボランティアが活動している認知症カフェは85カ所（50.9％）あった。ボランティアが活動し
ている認知症カフェは，ボランティアがいないカフェと比べて 1回あたりの認知症の人の参加
人数が多く，また開設されている地域の総人口に占める認知症サポーター，キャラバンメイト
の割合が高かった。認知症カフェでボランティアが活動するうえでの課題として，〈ボラン
ティアのコーディネート〉〈ボランティアとしての資質〉〈ボランティアの人選・募集〉〈ボラ
ンティアの育成支援〉が抽出された。

結論　地域における認知症支援の拠点となり得る認知症カフェが，ボランティア活動の促進などそ
の役割を発展するうえで，社会全体で認知症カフェの周知を高める工夫が重要である。またボ
ランティアのコーディネートや人材育成など，すでに経験を持つ機関や認知症カフェが，その
ノウハウを共有できる機会が重要であることが示唆された。

キーワード　認知症カフェ，認知症サポーター，ボランティア，地域

Ⅰ　緒　　　言

　1997年にオランダのBère Miesen（ベレ・
ミーセン）博士が始めたアルツハイマー・カ
フェは，地域における認知症の人や家族の情報
交換，認知症について理解する場としてその取
り組みが欧州を中心に広がっている1）。日本で

も2012年にアルツハイマー・カフェが紹介され，
認知症カフェという名称で全国に拡大し2），現
在，その数は2,000を超えている3）。2015年度
に策定された国の認知症支援策である認知症施
策推進総合戦略（新オレンジプラン）2）では，
2018年度からすべての市町村に配置される認知
症支援推進員等の企画により，地域の実情に応
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じ認知症カフェを設置していくことを推進して
いることから，認知症カフェの数は今後さらに
増えていくと考えられる。
　認知症カフェは社会的に孤立しがちな認知症
の人やその家族にとって，地域の人との交流場
所となり，社会ネットワークを広げることので
きる拠点としての役割を持っている。新オレン
ジプランでは，認知症の人，家族が地域での暮
らしを続けていくために，認知症カフェで顔見
知りとなったボランティアが認知症の人の居宅
訪問を行い，一緒に過ごす「認とも」と称する
取り組みを提案しており4），認知症カフェはボ
ランティア活動の拠点として，その役割をさら
に発展させていくことが期待されている。
　しかし認知症カフェの開設にあたっては，設
置基準や運営内容の定めがなく自由に開設でき
ることから運営主体や運営の目的など形態は
様々であり，国が進めるボランティアの活動拠
点となる場合においても，認知症カフェの形態
によりボランティア活動の現状は異なってくる
のではないかと考える。2016年度に厚生労働省
社会保障審議会が公表した資料に基づくと，兵
庫県には2015年度時点ですでに29市12町のうち
36の市町で認知症カフェが設置され，その数は
206と全国で 2番目に多い地域である5）。新オ
レンジプラン策定以降も新たな認知症カフェが
開設されその数も増えているが，運営の実態が
十分に把握されておらず，ボランティア活動を
推進するうえでの課題も明らかとなっていない。
そこで本研究では，兵庫県で開設されている認
知症カフェを対象に，認知症カフェにおけるボ
ランティア活動の実態とカフェ運営者からみた
課題について把握することを目的とした。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　対象者と調査方法
　調査対象は，2017年 6 月時点で把握できた兵
庫県内の全認知症カフェとした。把握の方法は
兵庫県ホームページに掲載されている「県内の
認知症カフェ活動状況一覧」で公表されている
認知症カフェとした。データは構造化質問紙を

用いて収集した。認知症カフェの運営担当者宛
てに自記式質問紙を郵送，もしくは認知症カ
フェの窓口が市となっている場合は，市の担当
者に依頼し管轄する認知症カフェに質問紙を配
布してもらった。調査期間は2017年 6 ～ 8 月と
し，合計40市町252のカフェに調査票を配布し
た。

（ 2）　調査項目
　質問紙の項目は認知症カフェの基本情報，運
営上の課題とボランティア活動状況である。基
本情報は，開設年，運営主体，開催場所，開催
数，開催時間， 1回あたりの認知症の人ならび
に家族の人の参加人数とした。運営上の課題は，
「人手が不足している」「参加者が少ない」「運
営資金が不足している」「カフェの存在が周知
されていない」「プログラムの企画立案・準備
に時間がかかる」の 5つの項目について，「非
常にそう思う」から「全くそう思わない」の 4
件法で回答を得た。ボランティア活動状況は，
ボランティア参加およびボランティアの必要の
有無，参加ボランティア人数，ボランティアの
役割，認知症サポーター養成講座受講の有無と
した。またボランティアが認知症カフェで活動
するうえでの課題を自由に記述してもらった。
なお本調査では，ボランティアを一般住民（非
専門職）によるボランティアと定義した。
　2016年に認知症介護研究・研修仙台センター
が，全国の認知症カフェを対象に行った調査報
告によると，市町村の人口規模や高齢化率によ
り認知症カフェ設置の必要性に違いがあること
が示されている3）。認知症カフェのボランティ
ア活用においてもこのような地域の特性が関連
すると考え，市町の高齢化率と認知症サポー
ター養成状況を変数に加えることとし，いずれ
のデータも公表されている 2次データを用いた。
高齢化率は兵庫県ホームページで公表されてい
る2017年 2 月時点の市町村別高齢化率のデータ
を用い6），認知症サポーター養成状況について
は，全国キャラバンメイト連絡協議会ホーム
ページで公表されている「市町村別キャラバン
メイト数，認知症サポーター数」にある「総人
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口に占める認知症サポーター，キャラバンメイ
ト割合（2017年12月末時）」を用いた7）。

（ 3）　分析方法
　各質問項目の割合や平均を算出した。次いで
ボランティアが活動する認知症カフェの特性を
検証するため，ボランティア活動の有無をアウ
トカムとし，認知症カフェの基本情報と運営上
の課題，地域特性を説明変数とし，説明変数が
カテゴリ変数の場合はχ2検定もしくはFisher
の直接確率検定，連続変数の場合はWilcoxon
の順位和検定を用いた。統計分析はStata14
（StataCorp. TX‚ USA）を用い，有意確率を
5％に設定した。ボランティア活動の課題の自
由記述は質的内容分析を用い，類似したものを
まとめてカテゴリ分類した。文中では，抽出さ
れたカテゴリを〈　〉で示す。

（ 4）　倫理的配慮
　対象者には調査の趣旨説明を文書で行い，調
査の同意は質問紙の返信をもって行うことを説
明した。質問紙には開設されている市町名以外，
カフェが特定できる項目は一切記載しないもの
とした。実施にあたり，神戸市看護大学倫理委
員会の承認を得た（受付番号2016- 1 -15，承認
日2017年 3 月 8 日）。

Ⅲ　結　　　果

（ 1）　認知症カフェの実態とボランティア活動
の現状（表 1）

　167の認知症カフェより回答を得た（回収率
66.3％）。分析対象の認知症カフェの半数が
2016年以降に開設されていた。運営主体として
多かったのが，老人会や婦人会，自治会などの

表 1　ボランティアが参加する認知症カフェの特性
（単位　カ所，（　）内％）

全体
ｎ＝167

ボランティア
参加あり
ｎ＝85

ボランティア
参加なし
ｎ＝82

p 値

開設年
　2014年以前 24(14.4) 13(15.3) 11(13.4) 0.68
　2015年 50(29.9) 27(31.8) 23(28.1)
　2016年以降 85(50.9) 40(47.1) 45(54.9)
運営主体
　老人会・婦人会・自治会など地域住民組織 42(25.2) 24(28.2) 18(22.0) 0.41
　社会福祉法人 39(23.4) 24(28.2) 15(18.3)
　医療機関・介護事業所 24(14.4) 9(10.6) 15(18.3)
　NPO法人／株式会社 24(14.4) 12(14.1) 12(14.6)
　市町村 18(10.8) 8( 9.4) 10(12.2)
　当事者／家族の会 17(10.2) 7( 8.2) 10(12.2)
開催場所
　公民館など地域の建物 68(40.7) 34(40.0) 34(41.5) 0.21
　病院・施設内 64(38.3) 28(32.9) 36(43.9)
　自治体・社会福祉協議会の建物 11( 6.6) 7( 8.2) 4( 4.9)
　民家・店舗 24(14.4) 16(18.8) 8( 9.8)
開催数
　月に 4回以上 32(19.2) 13(15.3) 19(23.2) 0.63
　月に 2回 20(12.0) 11(12.9) 9(11.0)
　月に 1回 100(60.0) 53(62.4) 47(57.3)
　 2カ月に 1回以下 11( 6.6) 6( 7.1) 5( 6.1)
運営平均時間（最短－最長）分2） 115(30-360) 120(35-300) 110(30-360) 0.10
1 回あたりの認知症当事者の平均参加数（最小－最大）（人）2） 2.9(0-20) 3.8(0-20) 1.9(0-15) 0.003
1 回あたりの認知症家族の平均参加数（最小－最大）（人）2） 3.6(0-65) 4.5(0-65) 2.6(0-12) 0.15
運営上の課題　「非常にそう思う／ややそう思う」の回答（重複回答あり）
　人手不足 64(38.3) 33(38.8) 31(37.8) 0.90
　参加者が少ない 94(56.3) 49(57.6) 45(54.9) 1.00
　運営資金が不足している 68(39.5) 36(42.4) 32(36.6) 0.66
　カフェの存在が周知されていない 110(68.3) 57(67.1) 53(64.4) 0.89
　プログラムの企画立案・準備に時間がかかる 63(37.7) 30(35.3) 33(40.2) 0.39
市町の高齢化率
　26％未満 74(44.3) 36(42.3) 38(46.3) 0.16
　26％以上，30％未満 52(31.1) 23(27.1) 29(35.4)
　30％以上 41(24.6) 26(30.6) 15(18.3)
市町総人口あたりの認知症サポーター，キャラバンメイト平均割合2）（％） 7.0 7.7 6.4 0.009
注　1）　検定はχ2検定もしくはFisherの直接確率検定。
　　2）　Wilcoxonの順位和検定を用いた。有意確率は 5％に設定した。欠損値あり。
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地域住民組織（25.2％），次いで社会福祉法人
（23.4％）であった。開催場所として多かった
のが，公民館など地域の建物（40.7％）であっ
た。およそ 6割のカフェが月に 1回開催してお
り，平均（最短－最長）活動時間は115（30－
360）分であった。 1回あたりの認知症の人の
平均（最小－最大）参加数は2.9（ 0 －20）人，
家族の平均（最小－最大）参加数は3.6（ 0 －
65）人であった。なお認知症の人，家族ともに
参加がないとするカフェは17カ所（11.9％）
あった。認知症カフェが抱えている運営上の課
題として最も多かったのが，「カフェの存在が
周知されていない」（68.3％）であった。
　調査時点において85（50.9％）の認知症カ
フェがボランティアの参加があると回答してお
り，ボランティア平均（最少－最多）参加数は
6.2（ 1 －35）人であった。なおボランティア
の参加はないが，ボランティアを必要と回答し
たカフェは28カ所（16.9％）あった。ボラン
ティアの役割（回答数）は，話し相手（61カ
所），準備・片付け（59カ所），お茶出し（54カ
所），ゲームなどの催しの企画と実施（37カ
所）であった。その他の役割として，楽器演奏，
歌，相談，反省会・グループワークの促進，送
迎，利用者の代弁が記載されていた。ボラン
ティア活動のある認知症カフェのうち，ボラン

ティアが認知症サポーター養成講座を受講して
いるところは，49カ所（57.6％）あった。
　 1回あたりの認知症の人の平均参加人数は，
ボランティア参加のあるカフェが3.8人である
のに対し，ないカフェは1.9人と統計学的に有
意な違いがみられた（ p＝0.003）。また認知症
カフェが設置されている市町の総人口に占める
認知症サポーター，キャラバンメイトの割合が，
ボランティア参加のあるカフェは平均7.7％で
あるのに対し，参加のないカフェは6.4％で
あった（ p＝0.009）。

（ 2）　認知症カフェでボランティアが活動する
うえでの課題（表 2）

　課題内容の自由記載については，48のカフェ
が記載を行っていた。記載された内容が類似し
たものをまとめた結果， 4つのカテゴリが抽出
された。カテゴリと記載された内容例を表 2に
示す。最も記載の内容が多かったのが〈ボラン
ティアのコーディネート〉で，18の認知症カ
フェが記載を行っていた。スケジュール管理や
ボランティア保険の加入の調整，また謝礼の支
払いや認知症カフェまでの移動といった，認知
症カフェ運営側が配慮するべき内容の課題で
あった。次に記載が多かったのが，〈ボラン
ティアとしての資質〉である。ボランティアの

認知症の知識，理
解やボランティア
の態度に関する内
容であった。その
他，広報の仕方や
地域の人をボラン
ティアにするべき
かに関する〈ボラ
ンティアの人選・
募 集 〉， ボ ラ ン
ティアが継続して
活動していくため
の〈ボランティア
の育成支援〉が抽
出された。

表 2　認知症カフェでボランティアを受け入れるうえでの課題（質的内容分析）
カテゴリ 記述内容

ボランティアの
コーディネート（18）

・ 新しいボランティアが入ってくることで，カフェの雰囲気が変わらない
ようにしたい
・ボランティアのスケジュール管理，ボランティア保険の加入についての調整
・参加者，ボランティアの双方に気を遣わないといけなくなるので大変
・ ピアサポートとして考える場合は，参加者に相談しながら受け入れを検
討しなければならない
・有料ボランティアを考えているが，資金的に難しい
・交通費，謝礼が気になる
・車を持っていないと，迎えなどスタッフの手がとられる

ボランティア
としての資質（14）

・カフェを運営していくチームメンバーとしての意識を持ってほしい
・指示待ちをされるボランティアだと困る
・認知症の理解度がボランティア個々によって異なる
・飲み物を作ってもらうのはありがたいが，話し相手になるには知識が必要
・どんな人がいるか，自宅・地域で話しては困ることを理解してもらえるか気になる

ボランティアの
人選・募集（ 9）

・近隣の人がいいが，個人情報のことがあるので悩む
・募集の仕方がわからない
・せまい地域でボランティアの人選は難しく，断わりたくても断われない

ボランティアの
育成支援（ 5）

・ リピーターの参加者も少なく，参加人数が一定ではないのでボランティ
アが満足できるかわからない
・ 継続するために，ボランティアも認知症に対する理解や傾聴のスキルを
学び深める必要がある

注　（　）内は回答数
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Ⅳ　考　　　察

　兵庫県で開設されている認知症カフェを対象
にボランティア活動の実態について分析を行っ
た結果，分析対象の約半数のカフェでボラン
ティアが活動しており，2016年以降と比較的最
近に開設されたカフェでも，半数のカフェでボ
ランティアが参加していた。ボランティアが活
動している認知症カフェの特性として， 1回あ
たりの認知症の人の参加人数が多いことが把握
された。ボランティアは，自発性，無償性，公
共性が基本的要素とされていることから，賃金
報酬とは異なる支援への有意義性などが活動の
継続につながるといわれている8）。ボランティ
アが活動している認知症カフェに認知症の人の
参加人数が多い傾向が示された理由は，ボラン
ティアにとっては認知症の人を支援することに
意義を感じており，当事者の参加が認知症カ
フェでボランティアをする動機となり，さらに
認知症の人と関わる機会が持てることで活動の
継続となることが考えられる。しかし一方で，
全国の認知症カフェを対象とした調査では，認
知症カフェの運営上の課題として「認知症の人
が集まらない」が最も多い意見であった3）。本
調査でも約12％の認知症カフェは，認知症の人
と家族の参加がなく，また半数以上の認知症カ
フェが「カフェの存在が周知されていない」
「参加者が少ない」という運営上の課題を挙げ
ている。国は認知症カフェでボランティアが認
知症の人と顔見知りとなり，そこから認知症の
人の居宅訪問を行い認知症の人や家族を支援す
る取り組みに発展することを期待している4）。
この取り組みを行ううえで，まずは認知症の人
や家族が，認知症カフェに参加しやすいための
仕掛けが求められていることが示唆された。本
研究では 6割の認知症カフェが月 1回の開催頻
度となっており，開催曜日が限定されているこ
とから，いつ開催されるのか地域で周知すると
同時に地域住民にとって気軽に参加することが
できる日程となっているか，開催頻度や開催曜
日を検証する必要がある。また開催場所が病院

や介護施設となっている場合は，利用者や患者
以外の地域住民が参加してよいのかといった広
報の工夫も求められる。
　次にボランティア活動のある認知症カフェの
特性として，人口あたりの認知症サポーター，
キャラバンメイトが多い傾向が示された。認知
症サポーター養成講座は，受講者にとって認知
症の人の見守りや認知症に関する情報への関心
を高める機会となっていることが報告されてい
る9）。認知症サポーター養成講座受講後，地域
での認知症の支援に関する情報へのアクセスが
高まることで，認知症カフェを知る機会となり，
そこから実際のボランティア活動につながるの
ではないかと考える。
　ボランティアによる認知症の人の支援は，専
門家のアプローチだけの場合と比べ，より認知
症の人に良好な影響があることが報告されてい
る10）11）。また認知症カフェは参加意思のある人
誰もが自由に訪問できるといった非形式的な場
所であるため，認知症の人や家族にとっては新
たな社会ネットワークを創ることができ，参加
者全員が同じ立場で課題に立ち向かえるという
利点を持っている12）。ボランティアが活動する
拠点場所として，認知症カフェの役割に大きな
期待がある一方で，実際に認知症カフェでボラ
ンティアを受け入れていく際に，コーディネー
トや人材育成といった課題が示された。謝礼や
保険の加入などのボランティア受け入れに関す
る調整は，すでにボランティア窓口の経験を持
つ社会福祉協議会や認知症カフェが，そのノウ
ハウを共有する機会を持つことが重要と考える。
ボランティアの資質向上には，継続した研修な
ども必要である。認知症施設で活動するボラン
ティアを対象にした調査では，スタッフ会議に
ボランティアも参加することで支援方法のリフ
レクション（振り返り）につながり，さらにボ
ランティア自身の認知症の理解がより深まるこ
とが報告されている13）。ボランティアの受け入
れを行う際に，単に活動の場を提供するだけで
なく，運営担当者と一緒にリフレクションの機
会を持つことが育成支援となり，ボランティア
の資質向上にもつながると考える。
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　本研究は一つの県を対象にした調査であるが，
全国でその数が増加する認知症カフェの機能を
今後どのように発展していくか，ボランティア
活動の実態と課題から一定の示唆を与えるもの
と考える。認知症カフェの数が増加する一方で，
社会における認知症カフェの存在や役割につい
ての認識はいまだ乏しいことが示唆されている。
認知症に対する世間一般の関心が高まる中，認
知症支援における認知症カフェの位置づけや役
割をもっと周知していくと同時に，多様な形態
を持つという特色を活かし，認知症の人や家族，
そしてボランティアが自分に合う認知症カフェ
を選択できるよう，情報共有を活発にしていく
ことが求められる。

謝辞
　本研究は，平成29年度神戸市看護大学地
（知）の拠点整備事業（COC）共同研究費の
助成を受け行った。

文　　　献
1 ）Alzheimer’s Disease International. Alzheimer 

café：dementia friendly communities.（https://

www.alz.co.uk/dementia-friendly-communities/al 

zheimer-cafe）2017.4.1．

2 ）厚生労働省．認知症施策推進総合戦略（新オレン

ジプラン）．（http://www.mhlw.go.jp/stf/sei 

sakunitsuite/bunya/0000064084.html）2016.4.1．

3 ）認知症介護研究・研修仙台センター．認知症カフェ

の実態に関する調査研究事業報告書．（https://

www.dcnet.gr.jp/support/research/center/detail.

html?CENTER_REPORT=284）2017.8.1．

4 ）厚生労働省．認知症カフェ等を活用したボランティ

アによる居宅訪問（「認とも」）や家族向け介護教

室等の推進．（http://www.mhlw.go.jp/fi le/06-Sei 

sakujouhou-12300000-Roukenkyoku/0000116745.

pdf）2017.4.1．

5 ）厚生労働省社会保障審議会介護保険部会．認知症

施策の推進（参考資料）．（http://www.mhlw.go. jp/

fi le/05-Shingikai-12601000-Seisakutoukatsu kan-

Sanjikanshitsu_Shakaihoshoutan tou/0000136026.

pdf）2017.11.10．

6 ）兵庫県ホームページ．高齢者保健福祉関係資料．

（https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf02/hw07_0000000 

12.html）2017.11.10．

7 ）全国キャラバン・メイト連絡協議会ホームページ．

認知症サポーターの養成状況．（http://www.cara 

vanmate.com/result/）2018.1.3．

8 ）米澤美保子．ボランティア活動の継続要因．関西

福祉科学大学紀要．2010；14：31‒41．

9 ）金高門，鄭小華，増井香名子，他．認知症サポー

ター養成講座受講者における認知症受容度の追跡

調査．日本認知症ケア学会誌．2011：10（ 1 ）；88‒

96．

10）Arkin SM. Student-led exercise sessions yield sig-

nificant fitness gains for Alzheimer's patient. 

American Journal of Alzheimer's Disease & Oth-

er Dementias. 2003：18（ 3 ）；159‒70．

11）Pritchard EJ, Dewing J. A multi-method evalua-

tion of an independent dementia care service and 

its approach. Aging Mental Health. 2001：5（ 1 ）；

63‒72．

12）Capus J. The Kingston dementia café：the bene-

fits of establishing an Alzheimer café for cares 

and people with dementia. Dementia. 2005： 4

（ 4 ）；588‒91．

13）Söderhamn U, Landmark B, Aasgaard L, et al. 

Volunteering in dementia care：a Norwegian phe-

nomenological study. Journal of Multidisciplinary 

Healthcare. 2012： 5 ；61‒7．



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


